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11月１日現在

人 の う ご き

　３年に１度行われる成川南方神社の神舞は、夕方
から₁₄の舞が奉納されます。成川保育園前の広場に
敷き詰めた畳の舞台で７歳から₈0歳までの舞手、約
₆0人が交代で踊り続けます。女の子の舞「ネイメ」
に始まり、最後の勇壮な舞「十

う つ る っ

二人剣」が終わるの
は真夜中。伝統行事が脈々と受け継がれています。

荘 厳で勇壮な神々の舞
成川南

みなかた

方神社の神
か ん め

舞

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,266 人　 （－  46）
　男　　19,736 人　 （－  17）
　女　　23,530 人　 （－  29）
世帯数　19,236 戸　 （－  14）

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

６期

口 座 振 替 日 12月25日(水)
納付書での納期限 12月25日(水)

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

指宿地域
₁₁月₂₅日～₁₂月１日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
₁₂月２日～８日 ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　 （夜・休☎090-2515-2722）
　　９日～₁₅日 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　₁₆日～₂₂日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉔3538）
　　₂3日～₂₇日 中村設備　　 ☎㉒3013
　　₂₈日  ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　₂₉日  ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　30日  ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　3₁日  ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　 （夜・休☎090-2515-2722）
１月１日  中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　２日  ㈲丸山水道工務店☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　３日  ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　４日  ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　５日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522

山川地域
₁₂月  西設備　　　 ☎㉞1176
１月  ㈲前田電気　 ☎㉟9239

開聞地域 
₁₂月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
１月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　 外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

₁₂月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔2011

₁₂月８日
（日）

【外科】木之下クリニック
　　　　（旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

₁₂月₁₅日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉟2148
☎㉗1010

₁₂月₂₂日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】肥後病院（※）

☎㉒3059
☎㉒4148

₁₂月₂3日
（月）

【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

₁₂月₂₉日
（日）

【外科・内科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院） ☎㉒2231

₁₂月30日
（月）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉗1177
☎㉒3295

₁₂月3₁日
（火）

【外科】生駒外科医院
【内科】福元医院（※）

☎㉒3059
☎㉒3053

１月１日
（水）

【外科】池田診療所
【内科】指宿さがら病院

☎㉖2101
☎㉒3079

１月２日
（木）

【外科】木之下クリニック
　　　　（旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉓3940
☎㉟0101

１月３日
（金）

【外科】今林整形外科病院
【内科】伊藤記念病院

☎㉒2710
☎㉔4466

１月５日
（日）

【外科・内科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院） ☎㉒2231

項目 薬局名 電話番号月日
₁₂月１日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
₁₂月８日（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516
₁₂月₁₅日（日） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152
₁₂月₂₂日（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
₁₂月₂3日（月） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021
₁₂月₂₉日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

₁₂月30日（月） なのはな薬局
わたせ薬局

☎㉔1111
☎㉒4739

₁₂月3₁日（火） チェリー調剤薬局
ハート薬局

☎㉔3705
☎㉓2377

１月１日（水） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021
１月２日（木） イブスキ薬局 ☎㉔4516
１月３日（金） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152
１月５日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

項目 歯科医療機関名 電話番号月日
₁₂月30日（月） 伊地知歯科医院 ☎㉔5530
₁₂月3₁日（火） なのはな歯科医院 ☎㉕4000
１月１日（水） いぶすき歯科医院 ☎㉕5050
１月２日（木） 上野歯科医院 ☎㉔3145
１月３日（金） 北薗デンタルクリニック ☎㉒6401

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

広報

Ibusuki

主な記事
　Ｐ２～Ｐ３……グラフいぶすき2013
　Ｐ４～Ｐ６……自立・共生の社会を目指して
　Ｐ７……………地球温暖化防止月間
　Ｐ８～Ｐ９……地域の民生委員・児童委員
　Ｐ13……………市民体育祭フォト
　Ｐ14～Ｐ17……まちの話題
　Ｐ18～Ｐ25……情報掲示板

DDDDDDDDDeeeeeeeeeccc... 222000111333 ★★★

No.96
12月号

Ibusuki City Public Relations 広報

Ibusuki

Ibusuki City Public Relations

32広報いぶすき　12月号



Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Kouhou　

Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Daisuki　■■■■ 　 ■■■■　Ibusuki　■■■■ 　 ■■■■　Kouhou　

～この１年を振り返る～
グラフいぶすき 2013

砂浜再生を願う市民らが
集い、海岸整備シンポジウ
ムが開催

駅前商店街の活性化へと
ストリートピアノがお披露
目

いぶすき菜の花マラソン
に過去最多の18,573人が
出走

女性の目線で地域活性化
を目指し、美塾「篤姫」が
結成、活動開始

第60回県下一周駅伝競走
大会に初の中学生ランナー
や女性ランナーが出場

指宿市と南九州市の消防
組合が合併、指宿南九州市
消防組合に

山川ツマベニ少年太鼓が
日本太鼓ジュニアコンクー
ルで特別賞を受賞

山川かつお節入札会、落
札価格全商品で昨年を上回
る

指宿商業高校野球部が九
州地区高校野球県予選で準
優勝、初の九州大会へ

その他の主な出来事
○富士山と三保の松原が世界文化遺産に登録（６月）
○2020年東京オリンピック開催が決定（９月）
○イプシロンロケット打ち上げ成功（９月）
○伊勢神宮が20年に１度の式年遷宮（10月）
○ＪＲ九州が寝台列車「ななつ星in九州」を運行（10月）

開聞そうめん夏祭り、目
前で打ち上がる花火に多く
の市民が喝采

山川幼稚園が閉園、最後
の卒園生らが思い出の詰ま
った園舎とお別れ

いぶすき子ども映画祭が
開催、３分間の映像にいじ
め根絶を願う

山川高校存続へ地元一丸
生徒らＰＲパンフレットで
母校を紹介

浸水による被害を軽減、
新潟口雨水ポンプ場の建設
着工

いぶすき産業まつりが開
催。多くの市民でにぎわう

※写真は昨年の様子

航海の安全と大漁祈願、
港の繁栄を祈り、山川みな
と祭りが盛大に開催

６月

９月

９月

たまらんシリーズ第３弾
指宿商工会議所がたまらん
焼酎を開発、お披露目

７月 １月 １月

いぶすき検定が初開催、
指宿マスターを目指し166
人がチャレンジ

３月

高校生研究発表会で指宿
商業高校が５年連続で最優
秀賞受賞、全国大会へ

７月

２月

指宿おもてなしステーシ
ョンを開所、歓迎隊の拠点
に

３月

４月４月 

９月

10月

８月 ３月

開聞農産物販売所の
「おふくろの里運営会」が
農林水産大臣賞を受賞

３月

SＷＣ構想がスタート
「健幸のまちづくり」に多
くの市民が参加

５月

９月

11月

チャレンジデーに初参加、
12,190人が快汗

５月

８月

12月

　年の瀬も迫り、慌しくなる師走。みなさん、今年１年はいかがでしたか？
今年は、スマート・ウェルネス・シティ（ＳＷＣ）構想の実現に向けて、地
域でさまざまな活動が行われるなど、多くの市民が健幸のまちづくりを目指
して頑張った１年でした。
　指宿のこの１年を広報写真で振り返ります。
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療
育
手
帳

　

中
央
児
童
相
談
所
、
ま
た
は
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
で
知
的
障
害
で
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
人
に
対
し
、
療
育
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

療
育
手
帳
に
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
り

Ａ
１
（
最
重
度
）、Ａ
２
（
重
度
）、Ｂ
１
（
中

度
）、Ｂ
２
（
軽
度
）
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
手
帳
で
、
自
立
し
た
生
活
や

社
会
参
加
の
た
め
の
各
種
支
援
・
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
重
い
も
の
か
ら

順
に
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
区
分
が
あ
り
、

手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
区
分
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
取

得
し
た
手
帳
で
あ
れ
ば
、
自
立
支
援
医
療

費
（
精
神
通
院
）
の
支
給
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
役
所
各
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

資
格
の
認
定
と
受
給
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
た
上
で
、
各
種
健
康
保
険
で
認
め

ら
れ
た
医
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担

金
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
に

よ
る
証
明
ま
た
は
領
収
書
（
原
本
）
な
ど

が
必
要
で
す
。

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２
級

の
所
持
者

○
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
35
以
下
（
療

育
手
帳
の
Ａ
１
、
Ａ
２
の
所
持
者
）
と

判
定
さ
れ
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
を
有
し
、
か

つ
判
定
機
関
で
知
能
指
数
が
50
以
下

（
療
育
手
帳
の
Ｂ
１
の
所
持
者
）
と
判

定
さ
れ
た
人

各
種
手
当

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
満
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
と
き

○
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

障
害
者
を
支
え
る
制
度
・
手
当
等

み
ん
な
の
優
し
さ
が
大
き
な
力
に

住み慣れた地域で
自立・共生の
社会を目指して

精神障害者
保健福祉手帳 療育手帳

　

12
月
９
日
は
、
１
９
７
５
年
に
国
連
で

「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

日
で
す
。
国
は
、
障
害
者
基
本
法
で
12
月

３
日
か
ら
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
大
変
重
要
で
す
。

　

障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

し
、
障
害
の
あ
る
人
の
問
題
は
み
ん
な
の

問
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

手
帳
は
制
度
利
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

身
体
障
害
者
手
帳

　

視
覚
や
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言

語
機
能
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、

身
体
内
部
（
心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫

機
能
）
な
ど
に

障
害
が
あ
る
人

は
、
申
請
す
る

こ
と
で
身
体
障

害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

身体障害者手帳 12 月３日～９日は障害者週間

■
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
対
し
、
所
得
保
障
の

一
環
と
し
て
、
自
立
と
生
活
の
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
や
利
用
者
の
実
情
に
応
じ
、
障
害

の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
支
援
事
業

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付
（
ス
ト
マ
用
装

具
・
盲
人
用
時
計
・
入
浴
補
助
用
具
等
）

○
移
動
支
援
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
（
手

話
通
訳
派
遣
等
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
創
作

活
動
・
生
産
活
動
・
社
会
交
流
の
場
の

提
供
）

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

心
身
障
害
者
の
保
護
者
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
保
護
者
が
生
存
中
掛
金

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
死

亡
し
た
場
合
な
ど
に
障
害
者
に
終
身
年
金

を
支
給
す
る
任
意
の
制
度
で
す
。

補
装
具
費
の
支
給

　

事
前
の
申
請
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ

る
と
、
車
い
す
や
義
肢
、
補
聴
器
等
、
対

象
と
な
る
補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
所
得
に

応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
で
訪
問

を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
ま
た
は
施
設

に
入
所
し
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
（
表
１
）。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
ま
ず

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
」
を
市
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
、
市
は
そ
れ
を
基
に

支
給
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、「
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
案
」
の
作
成
は
、
特
定
相
談

支
援
事
業
所
（
表
２
）
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総

合
支
援
法
で
は
、
障
害
者
の
範
囲
に
難
病

等
の
対
象
者
が
加
わ
り
ま
し
た
。
対
象
者

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。　

※
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
の
１
割
は
、

原
則
と
し
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
負
担
上
限
月
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

訪問系サービス（在宅での訪問や通所などの利用サービス） 日中活動系サービス（入所施設等で昼間の活動を支援するサービス）

居住系サービス（入所施設で住まいの場としてのサービス）

介護給付　障害程度が一定以上の人に対し、生活上または療養上、必要な介護を行います（障害程度区分の認定が必要です）。
訓練等給付　身体的または社会的なリハビリテーションや就労につながる支援を行います。
障害児通所給付　療育を必要とする未就学児および小・中・高等学校へ通う障害児の放課後または休業日の支援を行います。

障害児支援（昼間や放課後等の活動を支援するサービス）

給付の種類 サービスの名称

介 護 給 付 居宅介護（ホームヘルプ）、重度訪問介護、行動援護、
短期入所（ショートステイ）、重度障害者等包括支援

給付の種類 サービスの名称
介 護 給 付 療養介護、生活介護、児童デイサービス

訓 練 等 給 付 自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援、
就労継続支援

給付の種類 サービスの名称
介 護 給 付 共同生活介護（ケアホーム）、施設入所支援
訓 練 等 給 付 共同生活援助（グループホーム）

給付の種類 サービスの名称
障害児通所給付 児童発達支援、放課後等デイサービス

■相談支援・特定相談支援事業所（表２）■

■各種障害福祉サービス（表１）■

相談支援事業所
ともいき

山川福元4856-1
☎㉟2131　FAX㉟2845

地域活動支援センター
指宿ライフサポート

指宿市東方7558
☎㉔5055（FAX兼用）

相談支援事業所
ハイビスカス

指宿市新西方2860-3
☎㉗9110　FAX㉕4610

市社会福祉協議会
障害者相談支援事業所

指宿市十町2424
☎㉒1124　FAX㉒2871

障害者週間

4広報いぶすき　12月号2013.12　No.96ⅠBUSUKⅠ5



　

各
事
業
所
（
Ｐ
５
表
２
）
で
は
、
障
害

（
児
）
の
あ
る
人
が
、
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
障
害

者
相
談
支
援
事
業
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
「
心
配
事
が
あ
っ

て
困
る
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
の
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

地
域
の
相
談
員

　

地
域
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
、
次
の

方
々
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員
︵
担
当
分
野
︶

○
中
村　

祐
子
（
視
覚
）

　

湯
の
浜
６
丁
目
６
番
３
号

　

☎
㉔
２
０
３
１

○
川
上　

康
（
聴
覚
）

　

東
方
７
８
２
０
番
地
３　

　

☎
㉔
５
３
９
２

○
濵
�　

輝
夫
（
内
部
）

　

湯
の
浜
５
丁
目
10
番
９
号

　

☎
㉓
３
５
９
１

○
濵
田　

治
男
（
内
部
）

　

山
川
浜
児
ヶ
水
２
５
８

　

☎
㉟
０
５
０
０

○
林
山　

重
孝
（
肢
体
）

　

湯
の
浜
１
丁
目
１
番
11
号

　

☎
㉒
３
４
１
８

○
竹
下　

優
（
肢
体
）

　

山
川
岡
児
ヶ
水
２
０
４
７

　

☎
㉟
２
９
１
０

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

久
保　

利
子

　

山
川
成
川
２
７
５

　

☎
㉞
０
３
８
９

そ
の
他
民
間
企
業
等
の
支
援

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
手
帳
の

種
類
・
等
級
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
割
引

制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
の
旅
客
運
賃
割
引

○
航
空
運
賃
割
引

○
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除

○
税
制
上
の
優
遇
措
置

○
携
帯
電
話
基
本
料
金
割
引　

な
ど

　

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制
度

等
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
や
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
担
当
窓

口
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
地
球
全
体

の
気
温
が
上
昇
す
る
現
象
の
こ
と

で
す
。
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２ 

な
ど
熱

を
吸
収
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
、

人
間
の
経
済
活
動
な
ど
に
伴
い
増

加
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
森
林
破

壊
な
ど
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２ 

の
吸
収
力

が
減
少
す
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
全
体
の
平
均
気
温
は
過
去

１
０
０
年
間
で
０
・
74
℃
上
が
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
平
均
海
面
水
位

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
異
常
気
象
や
災

害
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、

生
態
系
や
人
の
健
康
、
農
業
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
日

本
の
気
候
帯
は
年
間
に
４
～
５
㎞

の
速
度
で
北
上
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
森

林
は
、
そ
の
速
さ
に
追
い
つ
け
ず

生
育
で
き
な
く
な
っ
た
り
枯
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
日
本
を
代
表
す
る

自
然
林
の
ブ
ナ
の
木
は
、
平
均
気

温
が
４
・
４
℃
上
昇
す
る
と
、
約

２
割
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
球
の
気
候
は
、
約
９
千
年
に

わ
た
り
安
定
し
た
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖

化
が
進
め
ば
、
今
後
、
わ
ず
か
１

０
０
年
で
平
均
気
温
が
６
℃
も
上

昇
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
急
激
な

変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
海
水
の
膨
張
や
氷

河
の
融
解
に
よ
る
海
水
面
上
昇
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
の
地
域

拡
大
、
異
常
気
象
の
増
加
、
さ
ら

に
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
食
糧
生
産
量
の
低
下
に
伴

う
食
糧
不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
都
市
部
で
は
、
熱

中
症
の
患
者
数
が
増
加
し
、
冷
房

の
使
用
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
が
増
え
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
を
誘
発
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
め

ば
、
本
市
の
よ
う
な
沿
岸
に
人
口
・

産
業
が
集
中
し
て
い
る
地
域
は
、

異
常
気
象
な
ど
の
影
響
を
強
く
受

け
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

日
本
は
、
平
成
９
年
に
合
意
さ

れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
、
い
わ

ゆ
る
「
京
都
議
定
書
」
に
お
い
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
基
準
年
（
平
成

２
年
）
よ
り
６
％
削
減
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
鹿
児
島
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
環
境
フ
ェ
ア
や
講
演
会
の

開
催
、
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
指

宿
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

や
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
な
ど
が
、

Ｃ
Ｏ
２ 

削
減
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
を
身
近
で
で
き
る
取
り
組
み
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
重
ね
着
で
暖
房
の
温
度
調
整
を

適
温
に
す
る
︒

○
家
族
一
緒
に
食
事
を
し
て
﹁
温

め
な
お
し
﹂
を
減
ら
す
︒

○
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
な
ど

に
利
用
す
る
︒

○
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
は
し
を
利

用
す
る
︒

○
安
易
に
物
を
捨
て
ず
︑
必
要
な

人
に
譲
る
︒

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
改
め
る
だ
け
で
も
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
な
面
に
お
い
て
の
節
約

に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
活
が
、
常
日
頃
か

ら
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

地
球
を
守
ろ
う
！

ス
ト
ッ
プ
!!
地
球
温
暖
化

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

進
む
地
球
温
暖
化

温
暖
化
防
止
の
対
策

障
害
者
へ
の
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

考
え
て
み
よ
う
、

　
　
こ
れ
か
ら
の
地
球
の
こ
と

温
暖
化
の
影
響

障
害
者
虐
待
の
定
義

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
に
お
い
て
「
障
害

者
虐
待
」
と
は
、

○
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

○
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障

　

害
者
虐
待

○
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
家
庭
内
に
限
ら
ず
、
福
祉
施

設
や
職
場
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
で
は
、
虐
待

の
起
こ
る
場
所
を
３
つ
に
分
類
し
、
身
の

回
り
の
世
話
を
す
る
家
族
な
ど
の
ほ
か
、

福
祉
施
設
の
職
員
や
職
場
の
経
営
者
、
上

司
に
よ
る
虐
待
を
想
定
し
た
対
策
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
虐
待
の
具
体
例

○
身
体
的
虐
待

障
害
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
る
、
も

し
く
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加

え
る
こ
と
。
ま
た
は
、
正
当
な
理
由
な

く
障
害
者
の
身
体
を
拘
束
す
る
こ
と
。

○
性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
。
本
人
の
前
で
わ
い
せ
つ

な
言
葉
を
言
っ
た
り
、
わ
い
せ
つ
な
映

像
を
見
せ
た
り
す
る
こ
と
。

○
放
棄
・
放
任
︵
ネ
グ
レ
ス
ト
︶
虐
待　

食
事
や
入
浴
な
ど
、
身
の
回
り
の
世
話

や
介
護
な
ど
を
し
な
い
、
学
校
に
行
か

せ
な
い
な
ど
、
必
要
な
支
援
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
。

○
経
済
的
虐
待

本
人
の
同
意
な
し
に
、
財
産
や
預
貯
金
、

年
金
、
賃
金
を
勝
手
に
使
う
こ
と
。
日

常
生
活
に
必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
こ

と
。

　

虐
待
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
の
場

で
、
身
近
な
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
明
る
み
に
出
に
く

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
自

身
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
自
覚
が
な
い
場

合
や
、
被
害
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
深
刻
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
全
員
が
、
虐
待
の
芽
に
早
め
に

気
付
き
、
た
め
ら
わ
ず
に
通
報
・
連
絡
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
通
報
は
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
︒

○
通
報
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
︒

○
誤
報
だ
と
し
て
も
罰
せ
ら
れ
ま
せ
ん
︒

通
報
・
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

（
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

障
害
者
や
家
族
に
対
す
る
支
援

障害者週間
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
社
会
福
祉
の
協
力
者
と
し

て
、
福
祉
事
務
所
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
や
子
育
て
に
対
す
る
不
安
、

妊
娠
中
の
心
配
事
相
談
・
支
援
等

も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

○
福
祉
の
支
援
が
必
要
な
人
の
把

　

握
○
援
助
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
相

談
・
助
言

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
情
報
提

供
と
援
助

○
社
会
福
祉
施
設
と
の
連
携
・
支

援
○
住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め

の
活
動

○
地
域
の
児
童
問
題
の
把
握

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
う
ち
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
担
当
す
る
人
を
主
任
児
童
委
員

と
い
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
化
の
進
行
や
夫
婦

共
働
き
家
庭
の
一
般
化
、
児
童
虐

待
の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
複
雑
・
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
主
任
児
童
委
員
の
役

割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
の
活
動
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携

○
子
育
て
を
行
う
た
め
の
啓
発
活

動
○
区
域
担
当
児
童
委
員
へ
の
援
助

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

氏　名 電　話 担当地区
今　村　睦　夫 ㉕4237 道下、道下上、道下東
大久保　孝　子 ㉔4438 大園原
下高原　　　悟 ㉕4833 中川、大当
江　崎　ひとみ ㉕5679 宮ヶ浜
新川床　　　悟 ㉕5355 宮之前、垂門、狩集
諸　留　悦　子 ㉕2800 久保、永嶺、臼山、水迫
入　部　忠　雄 ㉕3950 外城市、十石
迫　　　義　秋 ㉕3368 田之畑、中福良
吉　﨑　義　和 ㉕2048 道上
下吹越　都　子 ㉔4676 上吹越、下吹越
中　﨑　　　勇 ㉒3276 尾掛
大久保　利惠子 ㉔4376 五郎ヶ岡（古賀道路より西側）
竹　下　さおり ㉔4887 五郎ヶ岡（古賀道路より東側）
前　田　逸　子 ㉕3068 二月田（田口田交差点より北側）
中　園　伸　宏 ㉒3870 二月田（田口田交差点より南側）
尾　辻　泰　博 ㉔3967 宮
新　山　冨貴子 ㉔4501 木之下、温湯

氏　名 電　話 担当地区
大久保　ケイ子 ㉓4375 潟山（五間橋道路より北側）
福　永　君　枝 ㉒4318 潟山（五間橋道路より南側）
片野田　茂　久 ㉒5274 湊上
中　津　真理子 ㉔2329 湊中、湊北
内　薗　眞由美 ㉔3116 湊南
小　吉　信　子 ㉒3266 迫中、迫南
平　峰　嘉　代 ㉓5081 迫北（湯の浜３丁目、十二町）
坂　元　エイ子 ㉓2176 迫北（湯の浜１丁目、２丁目）
巻　木　健　三 ㉒2998 摺ヶ浜北
亀之園　ヒロ子 ㉓3338 摺ヶ浜中、摺ヶ浜南
上川路　澄　江 ㉓2882 中小路
岡　本　タミ子 ㉒4034 小田
今　林　トキ子 ㉒5770 片野田

吉　元　リツ子 ㉒4363
下里（湯の浜３丁目、４丁目、
５丁目18-17、十二町2284-1、
2305-4、3290-2、3290-10）

亀之園　初　子 ㉒4462 下里（湯の浜６丁目、十二町
（上記を除く））

氏　名 電　話 担当地区
元　山　ちえ子 ㉞2493 中村、岩下、天神下
新　村　久　代 ㉞1109 愛宕下、東（福元）
外　薗　　　隆 ㉞1641 中小路、後馬場
佐　藤　正三郎 ㉞1012 １区、２区
古賀上　尚　子 ㉟3211 ３区、４区
有　馬　象多郎 ㉟2570 ５区
日　髙　隆　之 ㉞1055 ６区、７区、８区
神　薗　勝　代 ㉞0160 井手上、井手下、井手前
井　手　康　子 ㉞1884 成川浜、川口、山神
外　薗　幸　子 ㉞1539 中野、永田、神方下、神方上
谷　口　貴　子 ㉟2351 前薗下、前薗上、下原
山　口　　　修 ㉟0178 前原上、前原下
大　川　重　行 ㉟2168 森松西、森松東
福　村　香奈子 ㉟0676 鰻

氏　名 電　話 担当地区
吉　留　善　明 ㉜5526 苙口、玉井、中組
前　村　真　理 ㉜2895 東開聞、西開聞
森　　　定　儀 ㉜2732 松原田
木　村　ゆきみ ㉜3417 脇、塩屋
神　窪　ミサノ ㉜5548 入野、物袋
加　治　重　信 ㉜3020 上手、加治、田中
御　鍵　憲　一 ㉜3421 下吉、谷村
荒　田　純　弘 ㉜2875 荒田

氏　名 電　話 担当地区
七　夕　幸　雄 ㉜2877 西元
東　村　末　盛 ㉜4908 上野東、上野中、上野西、坂下
上　野　優　子 ㉜2975 川尻東、松原
山　田　敏　子 ㉜3945 鎮守、川尻中
橋　口　俊　一 090-4296-6498 蛭子、川尻西
内　田　國　昭 ㉜3290 川尻上、川尻北
上　村　悦　子 ㉜2324 主任児童委員（開聞小学校区）
白　澤　道　教 ㉜2068 主任児童委員（川尻小学校区）

氏　名 電　話 担当地区
坂　元　徳　子 ㉞0447 谷村上、谷村下
福　留　みさ子 ㉞1311 小川東、小川中、小川西
上　薗　まき子 ㉞0550 上出、西村、平原
松　村　和　人 ㉟3027 迫、春、田上
西　原　昌　子 ㉟0224 野元、清水、東（岡児ヶ水）
前　田　隆　憲 ㉞2432 今村、大石
上　野　憲　志 ㉟0041 西（岡児ヶ水）、中央、徳光
濵　田　辰　已 ㉟0634 西道、東道、野道、高尾
市　山　つるこ ㉟9222 市山上、市山下
西　村　睦　雄 ㉟9755 寺、中（利永）
射場山　裕　子 ㉟9328 東下、東上
田之上　恵　子 ㉟9733 尾下
堀之内　明　美 ㉟2770 主任児童委員（大成、利永小学校区）
川　畑　重　義 ㉞0530 主任児童委員（山川、徳光小学校区）

氏　名 電　話 担当地区
菅　　　鬼子男 ㉒3685 北十町
下玉利　　　泉 ㉔3934 玉利（下地区）
井　元　惠　子 ㉓2479 玉利（上地区）
迫　田　廣　美 ㉔3573 南迫田
杉　本　照　子 ㉓3768 南十町
須　藤　ひろの ㉕2507 田良
山　崎　吉　道 ㉒4669 弥次ヶ湯
下吹越　　　誠 ㉒3073 柳田
今柳田　久　夫 ㉓3475 高野原

牟　田　淳　子 ㉒2755
湯之里（大牟礼１丁目、２丁目、
十二町、十町の一部十町2071-2、
2079、2088、2094、2097- 1、
2117、2102-8、2119-2）

大　坪　伸一郎 ㉓0303 湯之里（大牟礼３丁目、４丁目、
十町（上記を除く））

池　堂　忠　孝 ㉓2314 大牟礼西
大　吉　博　明 ㉒2984 大牟礼東、大牟礼中
丸　山　勢津子 ㉓2956 潟口

氏　名 電　話 担当地区
木　原　一　髙 ㉒2200 丈六、大渡、国立病院
中　吉　一　寛 ㉓2748 向吉、観光ホテル
高　峯　優　子 ㉕2571 麓上、麓下
大岩本　ひとみ ㉕2549 上東、浜東、岩本東
若　松　まゆみ ㉕6121 上西、岩本中、浜西
山　口　マツエ ㉕4125 瀬崎
田　代　秀　敏 ㉕3841 戸迫、小牧西、小牧中、小牧東
山　澤　純　清 ㉕2752 渡瀬、永吉、鳥山
元　脇　京　子 ㉕2319 細田東前、細田東後、細田西
枝　田　富　雄 ㉖2863 下門

野　元　茂　樹 ㉖2347 石嶺
植　村　義　廣 ㉖2557 池崎、新永吉
永　吉　剛　成 ㉖2543 堀切園、畠久保
田　中　有　子 ㉖2191 仮屋、大迫、中浜
福　﨑　恭　子 ㉕5709 主任児童委員（北指宿中学校区）
出　口　和　代 ㉒2576 主任児童委員（南指宿中学校区）
堀　口　なり子 ㉕2020 主任児童委員（西指宿中学校区）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

指宿民生委員・児童委員名簿 （指宿地域）

（指宿地域）

（山川地域）

（開聞地域）

民生委員・児童委員は、豊かな見識を持ち、地域福祉の向上に情熱の
ある人に、厚生労働大臣が３年間の任期で委嘱した民間の奉仕者です。
このたび、市の民生委員・児童委員が一斉に改選されました。

気軽に相談を気軽に相談を
地域の民生委員・児童委員
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報
恩

謝
徳

　

月
め
く
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残

す
と
こ
ろ
１
枚
に
な
り
ま
し
た
。

晦み
そ
か日
の
大
掃
除
を
思
う
と
気
が
重

く
な
る
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

「
箒
（
ほ
う
き
）」の
語
源
は
、

祖
先
を
祭
っ
た
廟
（
び
ょ
う
）
を

は
ら
い
清
め
る
道
具
の
「
帚
（
そ

う
）」の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
「
手
」
に
す
る
と
掃
除

の
「
掃
」
の
字
に
な
り
ま
す
。
箒

の
由
来
を
知
る
と
、
落
ち
葉
を
掃

き
集
め
る
箒
の
動
き
も
何
だ
か
神

々
し
く
見
え
て
き
ま
す
。

　

銀
杏
（
い
ち
ょ
う
）
や
楠
の
落

ち
葉
を
毎
日
掃
き
集
め
て
く
れ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
そ
の
道
は
い
つ
も
き
れ
い
で

気
持
ち
よ
く
通
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

「
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
通
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
︙
。」と
の
言

葉
が
深
く
心
に
浸
み
ま
し
た
。

　

明
治
の
こ
ろ
日
本
で
教
師
を
し

て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ィ
ク
ソ

ン
と
い
う
人
が
人
力
車
に
つ
い
て

語
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
車
夫
が
坂
を
懸
命
に
登
っ
て
い

る
と
、
も
う
一
人
が
駆
け
つ
け
て

後
ろ
か
ら
押
し
て
く
れ
ま
す
。
見

知
ら
ぬ
車
夫
同
士
で
も
助
け
合
う

光
景
を
し
ば
し
ば
目
に
し
ま
し
た
。

あ
る
時
、
宣
教
師
が
車
夫
に
う
や

う
や
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
、
家
ま

で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
金

を
払
お
う
と
す
る
と
、車
夫
は
﹃
お

気
に
な
さ
ら
ず
﹄
と
受
け
取
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
友
達
が
こ
の
宣
教

師
に
病
気
を
治
療
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
で
さ
さ
や
か

な
お
礼
を
し
た
か
っ
た
と
述
べ
て

立
ち
去
り
ま
し
た
。
云
々
」

　

こ
の
中
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
日

本
で
の
体
験
を
も
と
に
日
本
人
の

「
善
徳
と
品
性
」
を
た
た
え
て
い

ま
す
。
当
時
の
暮
ら
し
は
貧
し
か

っ
た
は
ず
で
す
が
、
名
も
な
い
車

夫
が
示
し
た
心
意
気
は
、
今
の
時

代
か
ら
見
れ
ば
き
ら
り
と
し
た
光

を
放
つ
か
の
よ
う
で
す
。

「
見
知
ら
ぬ
人
を
手
助
け
す
る
」

「
お
金
の
こ
と
は
考
え
ず
に
礼
を

示
す
」「
家
の
前
の
道
路
を
き
れ
い

に
す
る
」
等
々
、
徳
と
品
性
が
忘

れ
か
け
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
そ
の

光
景
は
ま
ぶ
し
く
映
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

三
丁

目
の
夕
日
」
と
い
う
映
画
が
あ
り

ま
す
。
明
日
へ
の
夢
に
向
か
っ
て

生
き
て
い
る
三
丁
目
の
人
々
と
、

東
京
タ
ワ
ー
や
オ
ー
ト
三
輪
、
家

に
初
め
て
や
っ
て
き
た
冷
蔵
庫
と

白
黒
テ
レ
ビ
な
ど
、
映
像
に
描
か

れ
た
モ
ノ
や
風
景
が
時
代
を
映
し

出
し
な
が
ら
、
仲
む
つ
ま
じ
く
助

け
合
う
家
族
や
地
域
を
舞
台
に
生

き
る
下
町
の
人
情
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

「
50
年
後
だ
っ
て
夕
日
は
い
つ

も
き
れ
い
だ
よ
」
少
年
の
叫
ん
だ

せ
り
ふ
で
す
。

　

夕
日
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

車
夫
や
三
丁
目
の
人
が
持
っ
て
い

た
豊
か
な
心
も
持
ち
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

昨
今
、
ど
の
自
治
体
で
も
そ
の
対

策
が
最
重
要
課
題
の
１
つ
で
す
。

　

定
住
人
口
が
１
人
減
る
と
そ
の

分
の
経
済
効
果
を
補
う
た
め
に
は
、

地
域
外
か
ら
の
観
光
（
宿
泊
）
客

で
あ
れ
ば
24
人
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
で
あ
れ
ば
７
人
必
要
に
な
る

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

短
期
的
視
点
か
ら
、
急
激
な
人

口
増
加
が
見
込
め
る
状
況
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
交
流
人
口
の
増
加
、

ひ
い
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
海
外

か
ら
の
誘
客
）
の
重
要
性
が
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
そ
の
対
策
と
し
て
、

九
州
オ
ル
レ
や
東
ア
ジ
ア
を
焦
点

と
し
た
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
語
対
応
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制

作
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
外
国
語

対
応
の
案
内
表
示
や
ガ
イ
ド
不
足

等
課
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
海
外

か
ら
訪
れ
た
観
光
客
が
安
心
し
て

ま
ち
歩
き
が
出
来
る
環
境
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
つ

い
て
対
応
を
進
め
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
７
年
後
に
控
え
、
指
宿
を
セ
ー

ル
ス
す
る
絶
好
の
機
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
決
定
で
一
躍
有
名
に
な

っ
た
「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
言

葉
で
す
が
、
こ
こ
指
宿
で
は
早
く

か
ら
慣
れ
親
し
ま
れ
、
既
に
定
着

を
し
て
い
る
言
葉
で
す
。　

　

観
光
客
の
受
入
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
市
民
総
出
で
「
お

も
て
な
し
」
の
心
を
持
ち
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
を
は
じ
め
、
訪
れ

る
方
々
を
温
か
く
も
て
な
し
、
よ

り
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進

31

う
し
ろ
か
ら

　
追
は
る
ゝ
や
う
な
　
師
走
哉正岡

子
規

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

 

　

戦
前
戦
後
に
わ
た
り
県
立
指
宿

高
等
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

小
野
重
朗
先
生
は
、
戦
後
赴
任
し

て
き
た
国
分
直
一
氏
が
設
立
し
た

「
指
宿
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
」

の
生
徒
た
ち
と
共
に
、
指
宿
地
方

の
民
俗
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
調
査
・
研
究
の
成
果
は
、

「
薩
南
民
俗
」
と
い
う
機
関
誌
に

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
県
内
の
高
校
で
は
、
生

徒
た
ち
に
郷
土
愛
を
芽
生
え
さ
せ

る
教
育
方
法
と
し
て
、
居
住
し
て

い
る
地
域
を
調
べ
る
部
活
動
が
多

く
設
置
さ
れ
、
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　

県
立
出
水
高
等
学
校
で
池
水
寛

治
氏
が
設
立
し
た
「
出
水
高
等
学

校
考
古
学
研
究
室
」と
機
関
誌「
も

ぐ
ら
」
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
指
導

者
の
下
、
当
時
の
生
徒
た
ち
は
、

自
分
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
、
整
理
・
分

析
を
行
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
収

集
し
た
記
録
は
、
現
在
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
大
変
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

薩
南
民
俗
は
、
昭
和
35
年
３
月

ま
で
の
７
年
半
の
間
に
16
号
ま
で

地
区
の
人
々
に
訴
え
、
地
域
の
た

め
に
機
械
の
特
許
も
申
請
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
で
「
真
造
式
デ
コ

ン
つ
き
機
（
正
式
名
称
は
真
造
式

ダ
イ
コ
ン
洗
練
機
）」と
紹
介
さ
れ

た
こ
の
山
川
漬
専
用
マ
シ
ー
ン
は
、

地
場
産
業
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の

発
明
に
対
し
て
科
学
技
術
長
官
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
造
式
デ
コ
ン
つ
き
機
は
、
現

在
も
山
川
漬
の
製
造
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

開
聞
岳
を
背
景
に
、
や
ぐ
ら
に

ず
ら
り
と
干
さ
れ
た
白
い
大
根
。

山
川
漬
の
寒
干
し
風
景
は
、
冬
の

風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
干
し
の
後
は
、
柔
ら
か
く
な

っ
た
大
根
を
海
水
で
洗
い
、
塩
を

ま
ぶ
し
な
が
ら
杵き

ね

で
突
く
。
真
冬

の
手
作
業
は
大
変
な
仕
事
で
し
た
。

「
何
と
か
、
効
率
良
く
大
根
を
突

け
な
い
も
の
か
︙
」

　

昭
和
38
年
２
月
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
山
川
漬
製
造
に
打
ち
込
み
、
地

元
で
「
ツ
ケ
モ
ン
じ
い
さ
ん
」
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
た

西
真
造
さ
ん
。
孫
の
手
押
し
車
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
動
力
式
の
大
根

突
き
機
械
を
発
明
し
ま
し
た
。
こ

の
発
明
で
、
大
根
突
き
の
効
率
は

10
倍
に
飛
躍
し
た
そ
う
で
す
。

　

西
さ
ん
は
農
業
改
善
事
業
の
合

理
化
は
大
根
突
き
の
改
善
か
ら
と

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に

は
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
市
民

の
衣
・
食
・
住
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
正
月
や
七
夕
、
十
五

夜
な
ど
の
伝
統
行
事
、
稲
作
や
収

穫
祭
な
ど
の
年
中
行
事
、
モ
イ
ド

ン
、
田
の
神
様
、
水
神
様
、
塩
釜

様
な
ど
の
信
仰
、
さ
ら
に
、
葬
儀

儀
礼
や
墓
制
、
伝
説
、
民
謡
、
方

言
、
食
習
な
ど
当
時
の
様
子
を
う

か
が
う
事
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
薩
南
民
俗
は
、

歴
史
的
・
文
化
財
的
価
値
の
あ
る

貴
重
な
書
籍
と
し
て
、
ま
た
私
た

ち
の
生
活
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
ル
ー
ツ
を
ひ
も
解
く
史
料
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
守
り

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
「
小
野
民
俗
学
と
薩
南
民
俗

か
ら
見
た
い
ぶ
す
き
の
民
俗
」
と

題
し
、
薩
南
民
俗
や
小
野
重
朗
氏

な
ど
の
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し

た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
96

　

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
」
こ
れ
は
、「
世
界
人
権

宣
言
」
の
第
一
条
の
前
段
で
す
。

　

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
の
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
国
は
、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人

権
週
間
」、12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

思
い
や
り
の
心
と
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

特
設
人
権
相
談
所

中
央
公
民
館

■
日
時　

12
月
12
日（
木
）10
時
～

15
時

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
日
時　
平
成
26
年
１
月
９
日（
木
）

　

10
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

人
権
週
間

農
業
を
変
え
た
発
明
品
と

　
　
　
南
薩
の
民
族
調
査
録

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
91

山
川
漬
の
大
根
突
き
機
械

民
俗
学
研
究
の
発
祥
の
地
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「
鹿
児
島
で
も
金
目
鯛
が
水
揚

げ
さ
れ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
意
外
で
し
た
ね
。」

　

10
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ

た
「
２
０
１
３
か
ご
し
ま
の
新
特

産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
県
外
の

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
注
目
を
集
め
た
商

品
が
あ
る
。
㈲
カ
ー
マ
イ
ン
（
岡

児
ヶ
水
）
の
出
品
し
た
「
薩
摩
仕

込
み
の
金
目
鯛
味
ご
の
み
」
だ
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員

か
ら
の
高
い
評
価
を
集
め
、
日
本

百
貨
店
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

原
料
と
な
る
金
目
鯛
は
ト
カ
ラ

沖
の
水
深
３
０
０
ｍ
以
深
か
ら
、

主
に
一
本
釣
り
で
捕
獲
さ
れ
る
。

鮮
や
か
な
赤
色
に
、
大
き
い
眼
が

特
徴
で
、
煮
付
け
な
ど
の
料
理
に

利
用
さ
れ
る
。
都
市
部
で
は
高
級

魚
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
山
川

漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
は
、

こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
市
場
を
中
心

に
出
荷
さ
れ
て
き
た
。

　

同
社
が
加
工
品
の
開
発
に
乗
り

出
し
た
の
は
昨
年
か
ら
。
市
場
価

格
に
左
右
さ
れ
な
い
商
品
作
り
を

目
標
と
し
た
。
ま
た
、「
指
宿
の
特

産
品
と
し
て
売
り
出
し
、
地
元
を

は
じ
め
、
全
国
で
も
認
知
を
高
め

た
か
っ
た
」
と
、
㈲
カ
ー
マ
イ
ン

の
酒
井
敏
枝
さ
ん
（
写
真
左
）
は

笑
顔
を
見
せ
る
。

　

商
品
開
発
に
当
た
っ
て
は
、「
高

く
て
も
、
良
い
も
の
を
買
い
た
い
」

と
い
う
中
高
年
層
を
あ
え
て
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
据
え
た
。
健
康
に
気
を

使
い
始
め
る
年
齢
層
で
あ
る
た
め
、

糖
分
や
塩
分
を
控
え
め
に
し
て
あ

る
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
製
造
過
程
で
は
、
地
元

の
特
産
で
あ
る
か
つ
お
節
で
と
っ

た
だ
し
に
金
目
鯛
の
切
り
身
を
漬

け
込
ん
で
、
魚
の
旨
み
を
十
分
に

引
き
出
す
工
夫
を
施
し
た
。
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
今
年
の
夏
、

満
足
い
く
商
品
に
仕
上
が
っ
た
。

　

今
は
山
川
町
漁
協
購
買
部
や
道

の
駅
山
川
港
活
お
海
道
で
販
売
さ

れ
て
い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
東
京

や
大
阪
な
ど
都
市
部
へ
も
売
り
出

し
て
い
く
構
え
だ
。

　

味
付
け
は
４
種
類
そ
ろ
え
た
。

　

「
関
西
で
は
西
京
み
そ
風
味
が
、

ま
た
関
東
で
は
塩
麹こ

う
じや
金
山
寺
み

そ
が
好
ま
れ
る
の
で
、
各
地
の
好

み
に
合
わ
せ
た
味
付
け
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
」
と
酒
井
さ
ん
。

　

鹿
児
島
の
特
産
品
と
い
え
ば
、

黒
牛
や
黒
豚
、
黒
さ
つ
ま
鶏
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
「
黒
」
が
定
番
。

こ
こ
に
指
宿
発
の
「
赤
」
も
新
た

に
加
わ
れ
ば
、
華
や
か
な
食
卓
を

演
出
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

市
で
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
有

効
に
使
う
た
め
、
再
利
用
で
き
る

も
の
を
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
空
き
缶
の
分
別
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

空
き
缶
は

大
き
く
分
け

て
、「
ア
ル
ミ

缶
」
と
「
ス

チ
ー
ル
缶
」

の
２
種
類
に

分
け
ら
れ
ま

す
。
缶
の
表

面
に
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ

れ
を
確
認
し
、

分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

　

食
べ
物
や
飲
み
物
が
入
っ
て
い

た
も
の
や
ペ
ッ
ト
の
餌
が
入
っ
て

い
た
缶
等
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

収
集
所
に
出
す
際
は
、
軽
く
水

洗
い
し
、
水
を
よ
く
切
っ
て
、
つ

ぶ
さ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
つ

ぶ
し
て
出
す
と
、
プ
レ
ス
加
工
が

で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
水
洗
い
し
て
も
汚
れ
が

落
ち
な
い
も
の
や
サ
ビ
が
ひ
ど
い

も
の
は
、「
燃
え
な
い
ご
み
」
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
缶
の
本
体
か
ら
取
り
外

さ
れ
た
ふ
た
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工

程
に
支
障
が
で
ま
す
の
で
、
燃
え

な
い
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
さ
れ
た
空
き
缶
は
、
新
た

な
鉄
製
品
や
ア
ル
ミ
製
品
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
、
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

特産品
シリーズ
VOL.6

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑦

「
空
き
缶
」
の
種
類
と
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

特産品特産品特産品
指宿発！「赤」の
　　 特産品が誕生

お菓子缶やのり缶等も資源です。

　10月20日、スポーツを通じて市民の交流と健康増進を図る、第８回市民体育祭が市営陸上競技場で行われ
ました。子どもから高齢者まで延べ４千人が参加し、澄み渡る青空の下、玉入れや金輪回しリレーなど多彩
な種目に大勢の市民が爽やかな汗を流しました。

山川地域
３連覇！ 第８回市民体育祭

【成　績】
優　勝　山川地域　　　　　　401点
２　位　丹波校区　　　　　　388点
３　位　指宿・魚見校区　　　361点
４　位　開聞地域　　　　　　360点
５　位　柳田校区　　　　　　339点
６　位　今和泉・池田校区　　329点
躍進賞　丹波校区

○一般男子40歳未満1,500ｍ走
　外山　善久さん（道下上）　４分７秒
○一般男子40歳以上1,500ｍ走
　石川　正俊さん（国立病院）４分27秒
○中学１年女子100ｍ走
　折尾　夏海さん（中小路）　　13秒24
　廣森　愛乃さん（柳田）　　　13秒85

○中学１年男子100ｍ走
　福留　将太さん（南十町）　12秒66
○中学２年男子100ｍ走
　瀨川　慶さん（中浜）　　　12秒29
○小学３年女子100ｍ走
　南　早智さん（迫北）　　　16秒77
○小学５年女子100ｍ走
　山内　李美さん（大園原）　14秒46

【新記録賞】

あらよっと 軽快なリズムに乗って ボールの行方は…

スタートの合図を待つ園児たち

子どもの撮影に親たちも必死

力を合わせて、よいしょ、よいしょ

後は任せてテントからも大歓声で選手を応援

接戦した男子2,000mリレー ２人の息を合わせて 山川地域の皆さん３連覇おめでとう

私にまかせて。
  こんなの
　　簡単よ！

見ている
　こっちが
　　緊張するよ。
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　10月５日、東京都新宿区で関東指宿会の「第39回
ふるさと指宿の集い」が開催され約200人が集い、
本市からも豊留市長と森議長らが参加しました。市
長あいさつの中で指宿商業高校野球部の県大会決勝
戦進出が報告されると、会場全体から拍手喝さいが
起こり、「指商がんばれ！」の大声援に包まれました。
懇親会では関東指宿連の踊りが披露され、故郷の思
い出話に花を添えました。

関 東から「指商がんばれ！」
関東指宿会が開催

故郷を思い大合唱

参加者全員で₂₅周年の記念撮影

　９月28日、東京都品川区で「関東かいもん会25周
年記念総会」が開催されました。同郷の友情と親睦
を深める機会にと、指宿市開聞出身の人やゆかりの
ある人ら約60人が集いました。総会では役員改選が
行なわれ、坂上政幸新会長ら新役員の就任が決定さ
れました。総会後の懇談会では「落語＆歌謡ショー」
の豪華出し物で大いに盛り上がり、25周年に相応し
い総会と懇親会になりました。

同 郷者の絆を深め25周年
関東かいもん会が開催

　10月22～24日、指宿商業高校２年生175人が、市
内の旅館や保育園など64カ所で職場体験を行いまし
た。自らが選択した職場で、仕事の大変さや楽しさ
を体験。聖亜幼稚園では、２人の生徒が園児と遊ん
だり芋掘りをしたりしました。岡本栞奈さん（小川
東）は、「園児との接し方が難しかったけど、鬼ごっ
こやママゴトをしたのが楽しかった。将来幼稚園の
先生になりたい」と話してくれました。

指 商生が実際の職場を体験
※市役所で職場体験をした生徒たちの記事です

体験を通して仕事への姿勢を学ぶ

山高においでよと受験生らにＰＲ

　高校進学を目指す中学生に向けた学校ＰＲ誌「Ｙ
ＡＭＡＫＯ－ＳＴＹＬＥ」が、山川高等学校支援活
性化対策協議会（豊留悦男会長）の支援を受け、完
成しました。山川高校の生徒７人が編集委員となり、
紙面ではナビゲーター役の生徒たちが、同校の魅力
を楽しく紹介しています。編集委員の竹部楓さん（永
田）は、「楽しさが伝わって、一緒に学びたいと思っ
てもらえるとうれしい」と完成を喜びました。

魅 力いっぱいの山高を紹介
山川高校ＰＲパンフが完成

　10月27日、福岡県で行われた全国レクリエーショ
ン大会で、川越茂美さん（潟山）がレクリエーショ
ン運動普及振興功労者として表彰されました。市レ
クリエーション協会会長として活躍する中、お手玉
やウオーキング、健康体操等の普及に努めているこ
とを高く評価されたものです。川越さんは、「今後も
遊びと笑いと健康の結び付きを大切に普及活動を続
けていきたい」と話しました。

運 動の楽しさを広める
レクリエーション普及に貢献

受賞を喜ぶ川越さん（中央右）

　10月26日、東京都品川区で「第16回山川鶴郷会」
が開催されました。当日は台風27号の影響が心配さ
れましたが、例年を上回る74人が集いました。本市
からも豊留市長と森議長らが参加し、山川のかつお
節や農業など指宿市の近況を報告しました。懇親会
では会員の指導によるヨガや指遊び体操で参加者全
員の心と体がほぐされた後、抽選会や山川小学校校
歌の合唱が行なわれるなど絆を深めました。

絆 深め、校歌の合唱
山川鶴郷会が開催

近況報告に熱心に耳を傾ける会員

堂々と入場する隊員たち

入賞を目指し気合を入れる隊員ら

目標の火点を目がけて放水

　10月17日、第21回全国女性消防操法大会が横浜市
で開催され、県代表として指宿市女性消防隊が出場
しました。迅速、確実かつ安全に行動するために定
められた消防用機械器具の扱いや、操作の基本につ
いてその技術を競う大会です。同隊は昨年４月に結
成され、全国大会に向けて述べ93回もの訓練を重ね
てきました。競技では全隊員が訓練成果を遺憾なく
発揮し、47代表チーム中18位の成績を修めました。

訓 練の成果、惜しみなく
市女性消防隊が全国大会出場
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まちの話題

酒賀友江さん

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　11月３日、指宿商業高校で第24回指商デパートが
開かれました。全校生徒が株主兼社員という株式会
社「指商」が設立されてから２回目の開催です。同
デパートは生徒自ら商品の仕入れ、販売、決算まで
担当する実践学習。メーン会場の体育館にはコンビ
ニと提携した菓子、韓国物産などの他、指宿養護学
校なども店を構えました。約4,000人の買い物客で
にぎわい、およそ320万円を売り上げました。

　11月２日と３日、山川成川の南方神社の廻巡幸祭
「グレ」が行われました。グレは祓

は ら

いと祈願の神事
で、霧払いを先頭に厄年の男たちが神

み こ し

輿を担ぎ、鬼
神に扮

ふ ん

した舞い手らが集落を練り歩きます。鬼神は、
道行く子どもたちを脅かしながら各家庭を回り、家
内安全や商売繁盛を願って舞を披露しました。３日
には、成川保育園前の広場で神舞も奉納され、夕刻
から深夜まで神楽を舞い五穀豊穣を願いました。

校 内に響く「いらっしゃいませ」

３ 年に１度の神聖な舞い

恒例指商デパートが開催

成川南
みなかた

方神社の神
かんめ

舞

開店と同時ににぎわう会場

鬼神に驚き泣く子どもたち

祝賀会で威風堂々の力士ら

お気に入りの１冊を選ぶ子どもたち

　下吹越相撲甚句保存会（坂本三好会長）が結成10
周年を向かえ、11月３日に祝賀会が行われました。
公民館に約150人が集まり、祝い酒や料理が振舞わ
れ集落を挙げて祝いました。公民館前の庭で化粧ま
わしを付けた11人の力士が七五調の節回しに合わせ
威勢よく踊りだすと、会場から大きな拍手。坂本会
長は、「皆さんがお祝いしてくださって、これからも
郷土芸能を大事に保存していきたい」と話しました。

　11月１日、今和泉小で全校選書会が行われました。
同小ＰＴＡバザーの収益金で、児童らにたくさん本
を読んでもらおうと毎年主催。体育館には、絵本や
児童書など約500冊がズラリと並び、全児童100人は
いろいろな本を手に取りながら読みたい１冊を選び
ました。海の生きもの図鑑を選んだ１年生の若林芯
太さん（渡瀬）は、「海に住んでいる生き物をいっぱ
い見てみたい」と笑顔でした。

節 回し威勢よく

読 みたくなる本がズラリ

相撲甚句保存会の10周年を祝う

今和泉小で全校選書会

　10月28日、市農業機械士会（谷口誠吾会長）が「秋
の農作業事故ゼロ運動月間」に伴い、農作業車の事
故防止を呼び掛けるトラクターパレードを行いまし
た。会員らはノボリを掲げた６台のトラクターを連
ねて、山川地域内の幹線道路沿いから農作業中の人
々に注意を呼び掛けました。谷口会長は、「私たちの
活動を通じて少しでも農作業事故の軽減につながれ
ば」と話しました。

　11月１日、商工会議所や通り会等で組織する指宿
駅明会（別府竜人会長）がＪＲ指宿駅ホーム周辺の
除草作業を行いました。駅に降り立つ観光客に美し
い指宿のイメージを持ってもらいたいと、今回はホ
ーム脇に菜の花の植栽も行われました。別府会長は、
「列車で訪れた人が最初に目に付く所、菜の花が咲
いていると観光の演出としても良いと思う、初めて
の試みなので上手く咲いてほしい」と話しました。

安 全な取り扱いと操作を

菜 の花で観光客をお出迎え

パレードで事故防止を啓発

指宿駅ホーム周辺を清掃・植栽

隊列を組み、広報するパレード隊

除草作業に取り組むボランティア

受賞を喜ぶ川畑会長（中央左）

和やかな雰囲気の中で会話も弾む

　10月27日、熊本県で行われた第33回全国豊かな海
づくり大会で、山川地区藻場保全会（川畑友和会長）
が農林水産大臣賞を受賞しました。同会は、漁場環
境を守るため、藻場の復活を目指して活動。全国か
ら藻場保全のための研修の受け入れや地域の子ども
たちと一緒に環境保全活動などを行ったことが評価
されました。川畑会長は、「みんなでやってきたこと
が評価され、非常に光栄です」と話しました。

　山川民生委員・児童委員協議会（須﨑信一郎会長）
ら24人が10月28日から３日間、東日本大震災で被害
を被った宮城県石巻市などを訪れ、被災者らと交流
を図りました。被災地における復興の現状や被災者
からの体験談を聞き、今後の活動につなげようと研
修視察を行ったものです。石巻市では仮設住宅に住
む住民や民生委員らとの交流会も行われ、持参した
味噌と削り節を入れた「茶節」を振る舞いました。

藻 場保全と普及活動が評価

活 動の糧にと被災地めぐり

山川地区藻場保全会が農林水産大臣賞

山川民生・児童委員が研修視察
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Information情 報 掲 示 板

　

企
画
展
に
伴
い
、
次
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

共
通
事
項

■
会
場　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
曜
講
座
①

■
日
時　

12
月
22
日（
日
）10
時
30

分
～
12
時

■
演
題　

指
宿
の
民
俗
①

■
講
師　

鎌
田
洋
昭
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
は
し
む
れ
学
芸
員
）

日
曜
講
座
②

■
日
時　
平
成
26
年
２
月
９
日（
日
）

　

10
時
30
分
～
12
時

■
演
題　

指
宿
の
民
俗
②　

■
講
師　

渡
部
徹
也
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
は
し
む
れ
学
芸
員
）

ま
な
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

■
日
時　
平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時

■
演
題　

小
野
重
朗
と
指
宿
の
民

俗
に
つ
い
て　

■
講
師　

川
野
和
昭
氏
（
南
方
民

俗
文
化
研
究
所
主
宰
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

小
野
民
俗
学
と
﹁
薩
南
民
俗
﹂
か

ら
見
た
い
ぶ
す
き
の
民
俗
～
海
・

山
・
里
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
～

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、「
い
ぶ
す
き
の
民
俗
」
を
テ

ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
戦
後
「
指

宿
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
」
で
民

俗
学
の
指
導
を
し
て
い
た
小
野
重

朗
氏
の
研
究
成
果
を
ひ
も
解
き
な

が
ら
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
春

夏
秋
冬
の
季
節
行
事
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

12
月
７
日（
土
）～
平
成

26
年
２
月
16
日（
日
）

■
会
場　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
２
階
特
別
展
示
室

■
入
場
料　

大
人
２
０
０
円
・
小

人
１
０
０
円

※
常
設
展
示
場
の
入
場
券
で
も
入

れ
ま
す
。

時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

催
し

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
次

の
期
間
を
「
砂
む
し
ホ
ッ
ト
ウ
イ

ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
期
間
」
と
し
て
、

入
浴
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

右
下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取

り
、
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

12
月
１
日（
日
）～
20
日（
金
）

■
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
20
時
30
分

※
入
浴
は
21
時
ま
で
で
す
。

※
平
日
の
12
時
～
13
時
は
、
受
付

を
休
止
し
ま
す
。

■
入
浴
割
引
を
利
用
の
際
は

○
大
人
・
小
人
と
も
４
０
０
円
で

入
浴
で
き
ま
す
。
本
券
１
枚
で

　

５
人
ま
で
割
引
料
金
と
な
り
ま

す
。

※
タ
オ
ル
代
は
、
別
料
金
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
割
引
料
金

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
12
月
10
日（
火
）は
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

○
夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

きりとり線

砂むし会館「砂楽」
砂むし入浴割引券
ホットウインターサービス期間

○大人・小人とも400円で入浴できます。
※タオル代は、別料金となります。
○本券１枚で５人まで割引料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

（臨時休館日の10日㈫を除く）

  有効期間　平成25年12月１日（日）～20日（金）き
り
と
り
線

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

砂むし会館「砂楽」
砂むしホットウインター
サービス期間

　　 　　 　　 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

１月
2014

26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

12月
2013

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象
者　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
︐０
０
０
円

○
中
学
生
～
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
12
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
㉜
５
５
６
６

■
期
日　

12
月
14
日（
土
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
ま
で
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
指
宿

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

無
料

○
非
会
員　

３
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
12
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

12
月
15
日（
日
）９
時
～

■
期
日　

12
月
15
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所　

市
営
陸
上
競
技
場

内
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前

■
対
象
者　

中
学
生
以
上
の
健
康

な
男
女

■
出
場
条
件　

高
校
生
以
下
は
、

保
護
者
の
承
諾
が
必
要

※
10
㎞
の
部
は
、
40
分
以
内
に
完

　

走
が
見
込
め
る
人

■
コ
ー
ス
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
時
間

○
10
㎞　

高
校
生
以
上
の
男
子

　
　
　
　

11
時
ス
タ
ー
ト

○
３
㎞　

女
子
お
よ
び
男
子
中
学

　
　
　
　

生

　
　
　
　

11
時
５
分
ス
タ
ー
ト

■
申
込
方
法　

当
日
受
付　

８
時

30
分
～
９
時

■
そ
の
他

○
こ
の
大
会
は
、
県
下
一
周
駅
伝

競
走
大
会
等
の
選
手
選
考
を
兼

ね
て
い
ま
す
。

○
出
場
選
手
は
、
大
会
当
日
に
健

康
診
断
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
地
区
駅
伝
運
営
委
員
会

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
内
）

☎
㉗
０
２
０
３

　
　

　

指
宿
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

で
は
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
生
徒
た
ち
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
22
日（
日
）

○
開
場　

12
時
30
分　

○
開
演　

13
時

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　

■
入
場
料　

無
料

■
演
奏
曲
目　

吹
奏
楽
の
た
め
の

犬
夜
叉し

ゃ

、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
オ
ン
パ

レ
ー
ド
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
、
ス
テ
ー
ジ

ド
リ
ル
シ
ョ
ー
（
マ
ー
チ
ン
グ
）

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
商
業
高
等
学
校

☎
㉕
２
２
０
４

指
宿
市
街
地

忘
年
ウ
オ
ー
ク

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

南
日
本
10
㎞
ロ
ー
ド

通
信
競
技
大
会
・
指
宿

地
区
長
距
離
走
大
会

指
商
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象　指宿温泉まちづくり公社とＮＰＯチーム

おもてなしでは、チャリティー音楽祭とし
て、第５回いぶすき音楽祭を開催します。
収益金は、ＮＰＯ法人日本移植支援協会へ
寄付する予定です。
■日時　12月15日（日）　
　○開場13：30
　○開演14：00
■場所　市民会館
■出演　今村誠、あいかる、豊蘭子、羽生

正人、稼木美優、田口やすひことその仲
間達ほか

■入場料　1,000円（全席自由席）
※高校生以下、障害のある人は、無料で招

待します。
■前売り券取扱所　文苑堂事務機
※当日券もあります。
■後援　指宿市　ほか　

問い合わせ先
　NPOチームおもてなし　金子勝男
　☎㉞1959

音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭
いぶすき
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市
教
育
委
員
会
で
は
、市
内
小
・

中
学
校
で
特
別
な
教
育
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
、
学
習

面
や
生
活
面
で
の
支
援
を
行
う
特

別
支
援
教
育
支
援
員
お
よ
び
児
童・

生
徒
や
保
護
者
の
悩
み
の
相
談
を

受
け
る
各
種
教
育
相
談
員
の
平
成

26
年
度
末
ま
で
の
名
簿
登
録
に
か

か
る
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

■
名
簿
登
録
人
数　

若
干
名

■
登
録
資
格

○
本
市
ま
た
は
近
郊
に
在
住
し
、

普
通
運
転
免
許
証
を
有
す
る
人

○
教
員
免
許
（
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
）、保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
臨
床
心
理

士
等
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
能
力
を
持

ち
、
教
育
や
福
祉
の
分
野
に
お

い
て
活
動
経
験
の
あ
る
人

■
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

上
半
身
の
写
真
を
貼
り
、
本
人

が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

面
接
（
１
月
中
旬
実
施
予
定
）

■
そ
の
他　

今
回
の
選
考
は
、
名

簿
登
録
の
た
め
で
あ
り
、
必
ず

採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
提
出
締
切
日　

12
月
19
日（
木
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

　

南
薩
土
地
改
良
区
で
は
、
畑
地

か
ん
が
い
施
設
（
配
管
設
備
等
）

の
管
理
職
員
（
土
木
技
師
）
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
募
集
資
格

○
本
市
ま
た
は
南
九
州
市
（
旧
頴

娃
町
、
旧
知
覧
町
）、枕
崎
市
に

居
住
ま
た
は
本
籍
を
有
し
、
採

用
後
も
い
ず
れ
か
の
市
に
居
住

で
き
る
人

○
25
歳
以
下
で
、
高
等
学
校
課
程

を
修
了
し
た
人
（
土
木
科
関
係

履
修
）

○
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
２
級
土
木
施
工
管
理
技
師
ま
た

は
２
級
管
工
事
施
工
管
理
技
師

等
の
免
許
資
格
を
有
す
る
人

■
申
込
締
切
日　

平
成
26
年
１
月

20
日（
月
） 

■
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
を
南

薩
土
地
改
良
区
庶
務
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
南
薩
土
地
改
良
区
事
務
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

■
採
用
試
験
日　

平
成
26
年
２
月

上
旬
予
定
（
受
験
者
に
は
連
絡

し
ま
す
。）

■
給
与
・
福
利
厚
生
等

　

南
薩
土
地
改
良
区
の
給
与
規
定

に
準
ず
る
（
社
会
保
険
等
、
賞

与
、
昇
給
、
有
休
あ
り
）

■
採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月

１
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
薩
土
地
改
良
区
庶
務
係

　

南
九
州
市
頴
娃
町
郡
１
３
９
６

　

☎
０
９
９
３-

３
６-

１
３
０
１

　

篠
笛
や
太
鼓
な
ど
、
祭
り
の
華

と
し
て
活
躍
す
る
お
囃
子
を
練
習

し
て
、
指
宿
温
泉
祭
な
ど
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
や
未

経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
。
練
習
会

も
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

無
料

■
練
習
日　

月
２
回
程
度

■
練
習
場
所　

中
央
公
民
館
等　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
年
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
㉒
５
５
５
０
（
平
日
13
時
～

17
時
）

募
集

教
育
支
援
員
・

教
育
相
談
員
の
登
録

南
薩
土
地
改
良
区
の

職
員

2013

12.24【火】TUE

16：00～20：00場所
JR指宿駅前広場時間

問い合わせ先　観光特急がつなぐ国際交流推進実行委員会（市長公室企画調整係内）　☎㉒2111（内線128）

■内容　クッキーや中国茶の配布、オーストラリアワインの
　　　　試飲会、民族衣装（中国、韓国、インドなど）の試
　　　　着体験など、外国の文化を楽しく体験できます。
※クッキーや中国茶、ワインは、無くなり次第終了します。
※民族衣装は、子ども用、大人用があります。

指宿市商店街活性化委員会主催の「イブの夜にスキ焼き」も
同時開催されます。

　市では、今年も「イブの夜に国際交流」を実施します。異文化を体験するこ
とは、外国人や外国文化への理解につながり、国際交流の輪が広がります。一
緒に国際交流を楽しみませんか。

～国際交流事業～

イブの夜に国際交流

　
　

　

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

無
料
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

○
入
門
ク
ラ
ス　

毎
週
土
曜
日
10

時
～
11
時
30
分

○
初
級
ク
ラ
ス　

毎
週
水
曜
日
18

時
～
19
時
30
分

※
希
望
の
ク
ラ
ス
を
選
択
で
き
ま

す
（
両
ク
ラ
ス
受
講
も
可
）。

※
詳
細
は
指
宿
総
合
体
育
館
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

小
学
生

■
月
会
費　

２
︐０
０
０
円
（
両
ク

ラ
ス
受
講
の
場
合
は
４
︐０
０
０

円
）

■
そ
の
他　

別
途
年
会
費
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
㉔
５
３
６
６

　

12
月
は
「
市
長
に
手
紙
を
出
す

月
間
」
で
す
。

　

「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食

と
健
康
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
提
言
や
意
見
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
こ
ん
な
市
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」「
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
」

な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
手
紙
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
地
区
名
を
記

入
し
、
封
書
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
封
筒
の
表
に
は

「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

12
月
27
日（
金
）

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
役
所
（
市
長
公
室
秘
書

係
扱
い
）

指
宿
市
長　

豊
留
悦
男　

行

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
今

年
、
交
通
事
故
で
す
で
に
４
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
年
末
年
始
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
識
を
さ
ら
に
高

め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

12
月
10
日（
火
）～
平
成

26
年
１
月
10
日（
金
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

﹁
年
末
年
始　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

で
事
故
防
止
﹂

■
最
重
点
項
目

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
展

開
○
つ
け
て
ま
す
か
？
運
動

○
お
や
っ
と
さ
あ
運
動

■
重
点
項
目　

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

３さ
ん

ラ
イ
ト
運
動

①
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
②
原
則
、
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯

③
ト
ン
ネ
ル
内
ラ
イ
ト
点
灯

飲
酒
運
転
８や

っ

せ
ん
運
動

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
ま
せ
ん

②
運
転
す
る
な
ら
酒
は
飲
み
ま
せ

ん
③
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ

ま
せ
ん

④
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
車
は
貸
し

ま
せ
ん

⑤
運
転
す
る
人
に
酒
は
す
す
め
ま

せ
ん

⑥
酒
を
飲
ん
だ
人
の
車
に
は
同
乗

し
ま
せ
ん

⑦
使
用
者
は
従
業
員
に
飲
酒
運
転

を
命
じ
た
り
認
め
た
り
し
ま
せ

ん
⑧
酒
を
飲
ん
だ
ら
自
転
車
も
乗
り

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
の

参
加
者

市
長
に

手
紙
を
出
す
月
間

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

　市では、市内の３直売所を巡り、設置したスタ
ンプを押して応募すると抽選で素敵な特産品が当
たるスタンプラリーを開催しています。
詳しくは、スタンプラリー台紙に記載された内容
を確認してください。
■参加店舗　道の駅いぶすき彩

さ か な

花菜館、道の駅山
川港活

い

お海道、かいもん市場久太郎
■台紙の設置場所
　参加店舗および市内各観光案内所
問い合わせ先
　商工水産課特産品振興係　☎㉒2111（内線314）

いぶすきの直売所

平成26年２月28日(金)まで応募期間

タンプラリー

お
知
ら
せ

祭
り
の
お
囃は

や
し子

隊

ス
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葉
た
ば
こ
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
「
黄
斑
え
そ
病
」
が
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か

ら
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害
虫
を
媒

介
し
て
葉
た
ば
こ
に
伝
染
す
る
も

の
で
す
。

　

葉
た
ば
こ
耕
作
者
も
防
虫
ネ
ッ

ト
等
を
設
置
し
て
防
除
に
努
め
て

い
ま
す
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
耕
作
者
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
葉
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
近

接
栽
培
を
避
け
る
。

○
健
全
な
（
検
定
済
）
種
イ
モ
を

購
入
す
る
。

○
イ
モ
は
、
あ
ぜ
や
土
手
に
残
さ

な
い
よ
う
完
全
に
除
去
す
る
。

○
土
手
の
草
払
い
等
を
行
い
、
害

虫
の
発
生
し
に
く
い
環
境
整
備

に
努
め
る
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
行
う
。

○
葉
た
ば
こ
農
家
と
情
報
交
換
を

行
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　年末の最終、年始の最初のごみ収集日は次のとおりです。
　すでに配布してあるごみ出しカレンダーと変更はありま
せん。決められた収集日の時間内（６：00～８：30）に出さ
れたごみしか収集は行いませんので、しっかりと日程を確
認してください。

年末年始のごみ収集

●燃えるごみ・燃えないごみ （それぞれ年末の最後と年始の最初の収集日をまとめたもの）

●資源ごみ
地 区 立 ち 会 い 収 集

すでに配布してある地域ごとのごみ出しカレンダーをご覧ください。
ス テ ー シ ョ ン 収 集

常 設 収 集
・指宿庁舎公用車車庫（８：00～19：00）                                 ■年末　12月29日（日）まで　
・開聞庁舎公用車車庫（９：00～17：00）
・山川ごみ処理場（平日８：30～17：00、土曜日８：30～12：00）　■年始　１月４日（土）から

問い合わせ先
○環境政策課生活衛生係　　　☎㉒2111（内線245）
○市清掃センター　　　　　　☎㉒3559
○広域組合頴娃ごみ処理施設　☎㊱1358

 清掃センターへの搬入（有料）
指宿地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月30日（月）まで
　■年始　１月４日（土）から
　■時間　８：30～16：30

 頴娃ごみ処理施設への搬入（有料）
山川・開聞地域に住む人が対象となります。
　■年末　12月31日（火）まで
　■年始　１月４日（土）から
　■時間　８：30～12：00、13：00～16：30

年末は混雑が予想されますので、早めの搬入を
お願いします。

山川・開聞ごみ処理場（有料）
　山川ごみ処理場と開聞ごみ処理場の利用は、12月30日

（月）までとなります。なお、両ごみ処理場の利用には許
可証が必要ですので、12月27日（金）までに山川・開聞庁
舎で手続きをお願いします。

し尿くみ取り依頼について
　年末になると、し尿くみ取り作業の依頼が殺到し混雑
が見込まれます。年内にくみ取り作業を依頼する人は、
12月24日（火）ごろまでに業者へ申し込んでください。
　なお、くみ取りの営業日は業者ごとに異なりますので、
業者に問い合わせてください。

（注）ごみ処理施設へのごみの搬入について
○燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみに分別し、指定袋に入れて搬入してください。なお、生ごみなど水分の
　多いものは水切りをお願いします。
○指定ごみ袋に入れていないもの（粗大ごみは除く）や、分別されていないものは、持ち帰っていただきます。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　

11
月
25
日（
月
）に
開
会
し
た
平

成
25
年
第
４
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

で
は
、
議
会
の
同
時
中
継
を
視
聴

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　

県
で
は
、
労
働
相
談
員
（
社
会

保
険
労
務
士
）
に
よ
る
「
労
働
な

ん
で
も
相
談
会
」
と
題
し
て
、
労

働
ミ
ニ
講
話
お
よ
び
労
働
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

　

労
働
ミ
ニ
講
話
で
は
、
働
く
上

で
の
基
礎
知
識
に
か
か
る
講
話
を

行
い
ま
す
。

　

労
働
相
談
で
は
、
労
働
に
つ
い

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
、
社
会
保
険
制

度
、
生
活
支
援
に
関
す
る
相
談
等

を
個
別
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
25
日（
水
）

○
労
働
ミ
ニ
講
話

・
時
間　

11
時
～
12
時

・
場
所　

指
宿
庁
舎
第
１
会
議
室

○
労
働
相
談

・
時
間　

13
時
～
16
時

・
場
所　

指
宿
庁
舎
第
２
会
議
室

■
対
象　

労
働
者
、
使
用
者
等

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

12
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
商
工
運
輸
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

ウ
イ
ル
ス
に
注
意
を

本会議予定

12月11日（水） 一般質問

12月12日（木） 一般質問

12月13日（金） 一般質問

12月18日（水） 最終日（委員長報告、表決等）

光
高
速
通
信
網
エ
リ
ア
が
拡
大

開
聞
地
域
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

平成25年最後の収集日 平成26年最初の収集日

燃えるごみ 燃えないごみ 燃えるごみ 燃えないごみ

指
宿
地
域

丹波 12月30日（月） 12月11日（水） １月６日（月） １月８日（水）

今和泉・柳田 　　27日（金） 12日（木） ７日（火） ９日（木）

指宿・魚見・池田 28日（土） 13日（金） ４日（土） 10日（金）

山
川
地
域

福元・町・大山・
利永 12月30日（月） 12月27日（金） １月６日（月） １月31日（金）

鰻・尾下 27日（金） 27日（金） ７日（火） 31日（金）

成川・小川・
岡児ヶ水・浜児ヶ水 28日（土） 24日（火） ４日（土） 28日（火）

開
聞
地
域

川尻・松原田 12月30日（月） 12月11日（水） １月６日（月） １月15日（水）

十町（松原田を除く） 28日（土） 4日（水） ４日（土） ８日（水）

仙田・上野 28日（土） 18日（水） ４日（土） 22日（水）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、
よ

り
多
く
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
に
は
、
情
報
通
信
網
の
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
現
在
、
教
育
、
福
祉
、

防
災
な
ど
の
分
野
で
情
報
通
信
技

術
を
利
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
か

ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
内
全

域
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の

超
高
速
通
信
網
（
光
通
信
サ
ー
ビ

ス
）
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化

の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が

光
通
信
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
拡
大

し
、
６
月
の
宮
ヶ
浜
・
山
川
地
域

に
引
き
続
き
、
新
た
に
次
の
地
域

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
光
通
信
設
備
を
整
備
し

た
地
域
で
、
新
規
に
サ
ー
ビ
ス
利

用
す
る
場
合
や
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら
光

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
す
る
場
合

は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
光
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
こ
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店

☎
０
１
２
０-

６
４
３
２
０
２

○
光
通
信
網
整
備
に
関
す
る
こ
と

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

出
張
相
談

労
働

な
ん
で
も
相
談
会

※サービス提供エリア（上記提供可能局番）であっても、利用できない場合
があります。詳しくは、問い合わせてください。

サービス提供エリアおよびサービス提供開始日
サービス提供エリア サービス提供

開　始　日
地　域　名

提供可能局番
市外局番 市内局番

平成25年12月１日指宿市の一部の
地域 0993

27ｰ２×××、
32ｰ０×××、
32ｰ２×××～５×××
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て
は
、
来
年
１
月
末
ま
で
市
内

医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

早
め
に
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
平
日
に
受
診
で
き
な
い

時
は
、
日
曜
・
祝
日
の
当
番
医

（
広
報
い
ぶ
す
き
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
記
載
）
に
な
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
︵
健
康
診
査
︶
と
は

　

心
筋
梗こ

う
そ
く塞
や
脳
卒
中
を
予
防
す

る
た
め
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な

ど
が
続
い
て
、
お
腹
回
り
に
脂
肪

が
た
ま
り
、
高
血
糖
や
高
血
圧
、

脂
質
異
常
な
ど
の
動
脈
硬
化
の
危

険
性
が
い
く
つ
も
重
な
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
特
定
健
診
は
、
将
来

に
わ
た
り
健
康
な
体
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
健
診
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

市
で
は
、
健
康
診
査
（
以
下
、

健
診
）
を
例
年
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
追
加

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
日　

平
成
26
年
２
月
２
日　

　
（
日
）

■
場
所　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

厚
生
連
に
よ
る
集
団
健

診
■
対
象
者　
特
定
健
診
対
象
者（
平

成
26
年
３
月
31
日
現
在
で
、
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
）
で
未
受
診
の

人
※
社
会
保
険
や
共
済
組
合
等
に
加

入
し
て
い
る
人
の
健
診
は
、
加

入
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

者
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
受
診
す
る
人
は
、

「
追
加
健
診
」
を
重
複
し
て
受

診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
の
発
送
日　

12
月
２
日

（
月
）・
27
日（
金
）

■
そ
の
他　

７
月
か
ら
地
区
ご
と

に
案
内
し
て
い
た
健
診
に
つ
い

　

任
期
満
了
に
伴
う
指
宿
市
長
お

よ
び
指
宿
市
議
会
議
員
の
選
挙
日

程
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
告
示
日　

平
成
26
年
１
月
26
日

　
（
日
）

■
投
開
票
日　

平
成
26
年
２
月
２

日（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

関
係
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
20
日（
金
）14
時
～

※
説
明
会
は
、
市
長
選
挙
、
市
議

会
議
員
選
挙
と
も
一
緒
に
行
い

ま
す
。

■
場
所　

市
役
所
指
宿
庁
舎
３
階

大
会
議
室

※
な
お
、
候
補
者
や
後
援
会
が
政

治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
立

札
・
看
板
等
に
貼
付
す
る
証
票

に
つ
い
て
、
現
在
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
必
要
な
人
は
選
挙

管
理
委
員
会
で
交
付
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

特
定
健
診
の

追
加
健
診

市
長
選
挙
お
よ
び

市
議
会
議
員
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
納
税
の

義
務
が
発
生
し
ま
す
。
正
し
い
課

税
を
行
う
た
め
、
所
有
者
の
異
動

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
今
年
中
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

未
登
記
の
建
築
物
は
、
所
有
者

の
変
更
や
取
り
壊
し
等
が
行
わ
れ

た
場
合
、
市
役
所
で
は
そ
の
事
実

を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

誤
っ
て
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

今
年
中
に
所
有
権
移
転
や
住
宅
、

倉
庫
・
物
置
な
ど
を
取
り
壊
し
た

人
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

※
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
・

滅
失
登
記
済
み
の
場
合
は
、
税

務
課
へ
の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
土
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特
に

軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
用
地
面
積

の
広
さ
に
よ
っ
て
、
課
税
標
準
の

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
り
、

店
舗
や
事
務
所
な
ど
に
使
用
目
的

を
変
更
し
た
り
し
た
場
合
は
、
特

例
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　

工
場
・
商
店
等
を
経
営
し
て
い

る
事
業
主
や
農
業
・
漁
業
を
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
賃
借
業
を
し
て

い
る
人
な
ど
は
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

（
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、

船
舶
、
車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工

具
、
器
具
お
よ
び
備
品
等
）
を
償

却
資
産
と
し
て
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
（
種
類
や
数
量
、
価

格
等
）
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
の
償
却
資

産
申
告
書
を
12
月
中
に
送
付
し
ま

す
。
変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）ま
で
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
く
事
業
を
始
め
た

場
合
や
、
償
却
資
産
が
あ
る
事
業

者
で
償
却
資
産
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課
固
定
資
産
税
家
屋
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）

○
山
川
税
務
係

　

☎
34
１
１
１
８
（
内
線
１
２
０
）

○
開
聞
税
務
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

未
登
記
建
築
物
の
所
有
権
移
転

や
取
り
壊
し
を
し
た
ら

償
却
資
産
は
申
告
を

住
宅
用
地
の
特
例

固定資産の届け出を
忘れずに

地方税電子申告
eLTAX（エルタックス）
　市では、インターネットを利用した市税
（法人市民税、固定資産税（償却資産））や
給与支払報告書の電子申告を受け付けてい
ます。
　なお、利用する際は、事前に申し込みが
必要です。ｅＬＴＡＸの手続き方法等につ
いては、問い合わせてください。

問い合わせ先
○一般社団法人　
　地方税電子化協議会
　☎0570-081459
　（全国一律市内通話料金）
○ｅＬＴＡＸホームページ
　http://www.eltax.jp

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　

い
ぶ
す
き
ケ
ア
ネ
ッ
ト
で
は
、

地
域
密
着
型
の
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

本
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
、

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
■
利
用
者
負
担
料
金

定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
日

に
何
回
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
、

負
担
額
は
月
額
で
定
額
と
な
り

ま
す
。

■
利
用
方
法

事
業
者
と
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
は
事

業
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
一
部

の
サ
ー
ビ
ス
は
、
連
携
先
の
指

宿
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

提
供
し
ま
す
。

　

要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

支
え
る
た
め
に
、
日
中
・
夜
間
を

通
じ
て
、
１
日
複
数
回
の
定
期
訪

問
と
緊
急
時
な
ど
の
随
時
対
応
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪
問
介
護

と
訪
問
看
護
が
密
接
に
連
携
し
な

が
ら
「
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と

「
必
要
な
量
と
内
容
」
の
ケ
ア
を

提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

○
い
ぶ
す
き
ケ
ア
ネ
ッ
ト

　

☎
㉔
３
６
９
６

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」サ
ー
ビ
ス

定期巡回型訪問
通報

訪問介護と訪問看護が一
体的または密接に連携し
ながら、定期巡回型訪問
を行う。

利用者からの通報により、
電話や訪問などの随時対
応を行う。

随時対応

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
と
は

24
時
間
体
制
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
訪
問
看
護

定期訪問
看護あり

定期訪問
看護なし

要介護１ 9,590 6,670
要介護２ 14,040 11,120
要介護３ 20,720 17,800
要介護４ 25,170 22,250
要介護５ 30,420 26,700

月額利用者負担料金　　　　　（単位：円）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス

早
期
発
見
で
早
期
治
療
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◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

日
︑
市
の
寿
大
学
の
研
修

　
　
　

旅
行
で
︑
南
九
州
市
の
釜

蓋
神
社
に
初
め
て
行
き
ま
し
た
︒

テ
レ
ビ
な
ど
で
知
っ
て
い
ま
し
た

が
︑
神
社
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
神

社
裏
の
海
岸
か
ら
見
る
開
聞
岳
は

と
て
も
き
れ
い
で
す
︒
台
風
の
余

波
で
白
波
が
立
ち
︑
何
と
も
言
え

な
い
く
ら
い
き
れ
い
な
眺
め
で
し

た
︒
ど
こ
か
ら
見
て
も
堂
々
と
し

た
開
聞
岳
で
す
︒
ま
だ
ま
だ
近
場

で
知
ら
な
い
景
色
が
あ
る
の
だ
と

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
︒

︵
₇₀
歳　

横
ば
い
の
こ
じ
っ
く
い
︶

　
　
　

摩
富
士
の
別
名
を
も
つ
開

　
　
　

聞
岳
。
南
九
州
市
や
枕
崎

市
、
南
大
隅
町
な
ど
か
ら
も
、
貫

禄
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
向
か
う

　
　
　

道
路
か
ら
開
聞
岳
を
見
る

と
絶
景
で
す
︒
特
に
夕
日
が
沈
む

時
が
オ
ス
ス
メ
で
す
︒

　
　
　
　
　
　

︵
₆₀
歳　

男
性
︶

　
　
　

方
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
色
を
出
し
、

開
聞
岳
が
と
て
も
引
き
立
ち
ま
す
。

　
　
　

が
家
の
主
人
は
︑
40
代
で

　
　
　

脳
梗こ
う

塞そ
く

と
な
り
薬
を
飲
み

な
が
ら
７
年
︒
最
近
︑
焼
酎
が
血

液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
と
聞
い
て
︑

全
然
飲
め
な
か
っ
た
焼
酎
の
お
湯

割
り
を
飲
む
練
習
を
し
て
い
ま
す
︒

本
当
に
焼
酎
が
良
い
の
で
あ
れ
ば

私
も
練
習
し
て
み
よ
う
か
と
思
い

ま
す
︒

　
　

︵
₅₄
歳　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
︶

　
　
　

は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ

　
　
　

て
い
ま
す
が
、「
さ
れ
ど
万

病
の
元
」
と
い
う
続
き
も
あ
り
ま

す
。
肝
臓
に
負
担
が
掛
か
る
ほ
ど

の
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

お
酒
が
百
薬
の
長
に
な
る
か
は
、

量
し
だ
い
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
ず

に
。

　
　
　

ツ
マ
イ
モ
発
祥
の
地
指
宿

　
　
　

も
︑
焼
酎
の
新
酒
の
季
節
︒

焼
酎
蔵
も
巡
っ
て
み
た
い
も
の
で

す
︒
徳
光
神
社
も
忘
れ
ず
に
︒

　
　

︵
₆₄
歳　

新
酒
飲
み
た
い
︶

　
　
　

内
に
は
多
く
の
酒
蔵
が
あ

　
　
　

り
ま
す
が
、
焼
酎
の
原
料

と
な
る
甘
藷し

ょ

（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
は
、

山
川
出
身
の
前
田
利
右
衛
門
が
琉

球
か
ら
持
ち
込
ん
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
前
田
利
右
衛
門
を

祭
っ
て
あ
る
徳
光
神
社
。

　

今
夜
の
「
だ
れ
や
め
」
は
、
偉

人
の
あ
り
が
た
さ
に
酔
い
し
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

地
域
で
台
風
被
害
が
報
道

　
　
　

さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
わ
が

指
宿
地
区
は
そ
う
い
う
被
害
も
な

く
︑
す
ば
ら
し
い
ま
ち
だ
と
思
い

ま
す
︒

︵
₆₅
歳　

太
鼓
ん
お
っ
ち
ゃ
ん
︶

　
　
　

市
は
、
大
き
な
災
害
な
ど

　
　
　

も
な
く
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
で
す
。
し
か
し
、
災
害
は
予
期

せ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
危

機
管
理
の
意
識
は
、
常
に
持
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

気
の
い
い
日
は
︑
毎
日
散

　
　
　

歩
を
し
て
い
ま
す
︒
公
道

に
た
く
さ
ん
の
缶
や
ご
み
を
見
か

け
ま
す
︒
観
光
地
指
宿
の
恥
で
す
︒

一
人
ひ
と
り
が
心
掛
け
て
気
持
ち

の
い
い
観
光
地
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
︒

　
　

︵
₅₃
歳　

昔
の
ス
イ
マ
ー
︶

　
　
　

市
は
、
霧
島
錦
江
湾
国
立

　
　
　

公
園
に
属
し
て
お
り
、
池

田
湖
や
開
聞
岳
な
ど
多
く
の
観
光

名
所
も
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然

環
境
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
　
　

ロ
ハ
シ
ャ
ツ
と
共
に
指
宿

　
　
　

の
夏
も
終
わ
り
︑
正
月
が

足
早
に
や
っ
て
く
る
季
節
で
す
︒

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
も
目

の
前
で
す
︒
指
宿
の
春
は
︑
駆
け

足
で
や
っ
て
き
ま
す
ね
︒

　
　
　
　
　
　

︵
₆₆
歳　

男
性
︶

　
　
　

、
な
の
は
な
館
前
を
車
で

　
　
　

通
る
と
、
走
る
練
習
を
し

て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
33
回
目
の
い
ぶ

す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
ま
で
あ
と

１
カ
月
余
り
。
来
年
は
、
菜
の
花

マ
ー
チ
が
22
回
目
、
フ
ラ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
11
回
目
と
ぞ
ろ
目
の

年
で
す
。
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
か
楽
し
み
で
す
。

先

わサ

各天

ア

夕

県

本

ぞろ目が並んだ記念ポスター

前田利右衛門を祭る徳光神社

長崎鼻入口付近から見える開聞岳

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

フ

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

本夜

｢

酒

薩

日

行　

事　

な　

ど

1
㊐
み
な
み
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
⺼

3
㊋
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
講
演
会

エ
イ
ズ
検
査

4
⺢
人
権
教
育
の
講
演
会

5
㊍

6
㊎

7
�
ス
タ
ー・ウ
ォッ
チ
ン
グ
④

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り（
〜
８
日
）

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
〜
１
／
６
）

8
㊐
結
い
の
集
い

9
⺼

10
㊋
砂
む
し
会
館「
砂
楽
」臨
時
休
館
日

11
⺢

12
㊍
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

13
㊎

14
�
指
宿
市
街
地
忘
年
ウ
オ
ー
ク

15
㊐

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

南
日
本
₁0
㎞
ロ
ー
ド・地
区
長
距
離
走
大
会

い
ぶ
す
き
音
楽
祭

16
⺼

17
㊋

18
⺢

19
㊍
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

移
動
年
金
相
談

20
㊎

21
�

22
㊐
指
商
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

日
曜
講
座
①

23
⺼　
天
皇
誕
生
日

24
㊋
イ
ブ
の
夜
に
国
際
交
流

イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き

25
⺢
労
働
な
ん
で
も
相
談
会

26
㊍

27
㊎
官
公
庁
仕
事
納
め

28
�

29
㊐

30
⺼

31
㊋

12月の図書館カレンダー

Ｄｒ．長沼の眠れないほど
面白い科学のはなし
長沼 毅（著）
中経出版

図書館からのお知らせ
年末年始の休館……………………………………
　12月29日（日）から平成26年１月３日（金）まで
図書館は休館となります。期間中に本を返却す
るときは、返却ポストに入れてください。

市役所で本が返せます……………………………
　図書館で借りた本は指宿市役所や山川支所、
開聞支所で返却することができます。指宿市役
所は総合案内、山川支所は市民福祉課の窓口で
本をお渡しいただき、開聞支所は支所内に設置
している返却ポストへ返却手続き後に入れてく
ださい。

ビデオアニメ館……………………………………
　指宿図書館では次の日時でビデオアニメ館を
行います。
日時：12月21日（土）　14：00～14：40
場所：指宿図書館２階　多目的集会室
内容：だるまちゃんとうさぎちゃん、まめうしくん

今 月 の お す す め

エール
はやみねかおる　ほか（著）
講談社

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

12
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　大人になっても持つ、科学に対する「なぜ？」「なに？」
というちょっとした疑問を本書が分かりやすく説明。子ど
ものような気持ちでワクワクしながらページをめくってほ
しいという著者の思いが込められています。

【内容】
　「野球部をやめるか、塾に入るか－どっちがいい？」母
から二つの道を迫られた温。野球部をやめたくない温が
とった行動は…。友情をテーマにした、読むと元気が出て
くるアンソロジーです。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

折り紙教室（指宿図書館）………………10：00～11：30

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：30～15：10

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：みどり幼稚園の先生方

ビデオアニメ館（指宿図書館）………… 14：00～14：40

火曜

14日

14日

１日

13日

21日

曜

15日

※
１
／
４ 

市
成
人
式

※
１
／
５ 

市
消
防
出
初
式

※
１
／
６ 

官
公
庁
仕
事
初
め
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指
宿
地
域

石
田　

唯ゆ
い
と人　

二
月
田　

貴　

律

梨　

恵

仮
屋
﨑
巧こ

う
し志　

二
月
田　

三　

郎

恵　

利

廣
森　

釉ゆ

な南　

田
之
畑　

真
一
郎

沙　

織

田
畑　

心こ
と
ら虎　

北
十
町　

昌　

伸

由　

理

近
藤　

咲さ

き希　

北
十
町　

尚　

明

み
ゆ
き

中
道　

来ら
い
と翔　

田　

良　

博　

文

ま
ゆ
み

秋
元　
　

翼つ
ば
さ　

柳　

田　
　

智　
智　

美

上
久
保
真ま

し
ろ白　

高
野
原　

秀　

栄

幸　

那

竹
内　

結ゆ

な那
※　

潟　

口　
　

渉　
真
理
子

松
山　

來ら
い
か蘭　

潟　

口　

弘　

樹

理　

沙

下
竹
原
央あ

で
し
一
志　

潟　

山　

成　

保

里　

美

德
留　

侑た
す
く空

※　

迫　

北　

裕　

輔

美　

香

髙
吉　
　

健た
け
る※　

摺
ヶ
浜
北　

一
亜
樹

恵
美
子

進
藤　

結ゆ

あ愛　

下　

里　

孝　

行

靜　

加

生
川
小こ

ま

ち
摩
千
※　

石　

嶺　

裕　

也

千
恵
子

山
川
地
域

川
畑　

美み

お緒　

後
馬
場　

淳　

一

ま
ゆ
み

谷
口　

愛あ

こ來　

小
川
東　
　

斉　
梨　

奈

新
村　

怜れ
ん
と士

※　　

春　
　

祐　

司

奈　

央

開
聞
地
域

田
中　

鉄て
つ
じ二　

西
開
聞　

雅　

彦

弘　

美

市
外

久
保
田
心こ
こ
な和　

曽
於
市　
　

進　
千　

恵

吉
峰　
　

凛り
ん　
南
さ
つ
ま
市　

卓　

也

智　

香

上
玉
利
駿し

ゅ
ん
た太　
鹿
児
島
市　

洋　

介

香　

織

福
ヶ
野
未み

ゆ結　
鹿
児
島
市　

文　

昭

純　

子

前
田　
　

蓮れ
ん　

大
阪
市

城
東
区　

雄　

太

諒　

佳

新
村　

篤あ
つ
き生　

沖
縄
県

う
る
ま
市　

幸　

平

真
理
子

山
川
地
域

神　

薗　

厚　

子　

54　

井
手
上

財　

津　

ユ　

ミ　

98　
町
１
区
東

前　

田　

正　

榮　

87　
東（
岡
児
ヶ
水
）

松　

山　

一　

男　

78　
　

中

水　

流　

義　

光　

78　

山　

神

田
之
上　

ミ
ツ
エ　

88　

尾　

下

中　

馬　

静　

子　

100　
町
１
区
東

宮　

崎　

宗　

義　

84　

西　

道

山　

口　

ヒ
サ
子　

81　
　

鰻

福
ケ
迫　

悦　

子　

62　

山　

神

折　

田　

ト
ミ
子　

85　
町
５
区
東

迫　

田　

オ
キ
ミ　

102　

徳　

光

濵　

田　
　
　

彦　

82　

大　

石

中　

原　

昭　

敏　

63　

前
原
上

外　

薗　

文　

子　

101　
町
２
区
西

南　
　
　

清　

孝　

83　
　

寺

開
聞
地
域

宮　

原　

武　

美　

78　

川
尻
東

竹　

畑　

昭　

博　

50　

川
尻
北

中　

野　
タ
ケ
マ
ツ　

91　

上
野
東

山　

田　

ユ
ウ
子　

84　

松　

原

今　

井　

重　

富　

80　

入　

野

冨　

永　

哲　

雄　

82　

東
開
聞

下　

舞　

フ　

ミ　

97　

松
原
田

釜　

元　

利　

治　

86　

塩　

屋

宮　

原　

時　

義　

98　

蛭　

子

西　

元　

オ
サ
ヨ　

100　
薩
摩
富
士
荘

室　

屋　

政　

光　

89　

加　

治

市
外

東　
　
　

悦　

子　

84　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

前　

原　

繁　

子　

64　

上　

東

西
川
路　

善　

吉　

96　

下
吹
越

帖　

地　
タ
ケ
ミ
ツ　

91　

中　

川

下　

吉　

鎭　

雄　

93　

丈　

六

福　

留　

ム
ツ
子　

71　

大
園
原

臼　

山　

道　

博　

64　

垂　

門

小　

村　

ツ　

ユ　

92　

片
野
田

大
久
保　

ツ
ル
子　

91　

上
吹
越

小
田
口　

金　

雄　

88　

小　

田

大
牟
礼　
　
　

勇　

87　
大
牟
礼
西

大
久
保　

利　

夫　

84　

上
吹
越

野　

村　

一　

明　

90　
摺
ヶ
浜
中

永　

吉　

和　

子　

73　

新
永
吉

　
　

平　

牧　

夫　

90　

片
野
田

山　

﨑　

秀　

敏　

66　

二
月
田

濵　

﨑　

サ
ツ
エ　

98　

丈　

六

出　

口　

ナ
ツ
ミ　

99　

小
牧
東

谷　

口　

信　

也　

41　

道
下
東

山　

下　

良　

子　

88　

潟　

口

吉　

満　

美
智
子　

77　
　

宮

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

兄姉と仲良く元気に育
ってね♡

德留　侑
たす く

空ちゃん
明るく、元気に育って
ね♡

竹内　結
ゆ な

那ちゃん

元気いっぱいすくすく
大きくなってね♡

新村　怜
れん と

士ちゃん

健やかにたくましく！
髙吉　健

たける

ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

元気にすくすく、優し
い男の子に育ってね♡

元気に大きく育ってね♪産ま
れてきてくれてありがとう☆

上薗　葵
あおい

ちゃん 生川小
こ ま ち

摩千ちゃんお兄ちゃんは来年から小学生になるネ！みんな楽し
みにしているよ♪二人の笑顔が元気の源です。いつ
までも仲の良い兄弟でいてね。

五十嵐侑
ゆうり

吏・吏
り く

玖ちゃん
【鹿児島市】

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

宝
く
じ
助
成
金
は
、（
財
）自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
地
域
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
を
促
進
し
、
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
次
の
３
団
体

が
施
設
・
設
備
等
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

「
宝
く
じ
助
成
金
」
で
地
域
振
興
を

仙田区
（郷土芸能衣装）

小牧区
（テント）

田良地区
（音響設備）

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　橋口　尚文

Doctor

認知症サポートについて

　

市
で
は
、
県
の
委
託
を
受
け
て
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
認
知
症
支
援
体
制
づ
く
り
の
モ
デ

ル
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
私

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
認
知
症
理
解
の

お
手
伝
い
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
割
合
は
65
歳
で
は

２
％
で
す
が
、
85
歳
に
な
る
と
実
に

27
％
に
達
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
の
最
大
の
原
因
は
、
加
齢

で
あ
り
、
近
年
の
長
寿
化
に
伴
い
認

知
症
は
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、
共

に
歩
む
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
代
表
的
症
状
に
徘は

い
か
い徊

が

あ
り
ま
す
。
医
師
の
視
点
で
は
脳
の

機
能
に
異
常
が
生
じ
た
と
し
て
薬
を

処
方
し
ま
す
。

　

介
護
す
る
人
は
見
守
り
が
大
変
だ

と
悩
み
ま
す
。
当
人
は
若
い
こ
ろ
の

記
憶
の
方
が
強
い
た
め
故
郷
の
家
に

帰
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
徘

徊
に
は
３
つ
の
視
点
が
存
在
し
て
お

り
、
認
知
症
対
応
は
単
に
薬
を
処
方

す
る
の
で
な
く
、
他
の
２
つ
の
問
題

も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
ま
だ
ご
飯
を
食
べ
て
い
な
い
」

は
被
害
妄
想
の
一
種
で
す
。
一
般
に

「
物
を
盗
ら
れ
た
」
妄
想
よ
り
進
行

し
て
か
ら
登
場
し
ま
す
。
食
事
は
生

命
を
維
持
す
る
上
で
非
常
に
大
切
で

あ
り
食
事
の
記
憶
が
な
い
事
は
、
記

憶
障
害
が
か
な
り
進
行
し
た
状
態
で

す
。
言
い
換
え
る
と
、
そ
の
瞬
間
、

瞬
間
を
生
き
て
い
る
状
況
で
す
。「
今

食
べ
た
ば
か
り
で
し
ょ
う
」
と
言
っ

て
も
次
の
瞬
間
に
は
忘
れ
て
い
る
と

思
っ
て
対
応
す
る
と
介
護
者
も
疲
れ

ま
せ
ん
。

　

初
期
の
認
知
症
で
は
介
護
す
る
人

の
心
を
理
解
し
て
く
れ
ま
す
が
、
進

行
す
る
と
相
手
の
心
の
動
き
を
理
解

す
る
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
高
度
認

知
症
の
人
に
大
声
で
怒
っ
て
も
当
の

本
人
は
ど
う
し
て
怒
鳴
ら
れ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
の
で
逆
効
果
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
知
症
の
人
を
家
族

だ
け
で
抱
え
込
む
の
は
大
変
で
す
し
、

無
理
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮

ら
し
の
た
め
に
認
知
症
が
進
行
し
て

も
、
回
り
の
人
々
が
気
付
か
な
い
例

も
あ
り
ま
す
。

　

支
援
事
業
の
手
始
め
と
し
て
、
市

民
の
方
々
向
け
に
「
認
知
症
を
認
知

し
よ
う
」
と
い
う
講
演
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
介
護
や
認
知
症

な
ど
で
お
悩
み
の
場
合
は
、
ま
ず
主

治
医
や
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
認
知
症
支
援
体
制
つ
く
り
モ

デ
ル
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
継
続
し

た
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
安
心

で
き
る
老
後
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
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